
＜本年度、工夫できた点・挑戦できた点＞
　宇宙アサガオを中心となって育ててきた環境委員会の児童が、これまでの経験を生かして、種
子が発芽しやすくすなるように少し削るなどの工夫をした。その結果、ポットに植えた半分以上が
発芽し、順調に成長させることができた。

　環境委員会が中心となり、楽しみながら宇宙アサガオの花を咲かせることができた。時間を限定す
るなどの工夫を行い、コロナ禍でも異学年が交流しながら全校生徒で宇宙アサガオを育てる活動を
行うことができた。

報　　告　　書

　異学年の交流班ごとにプランターで、全校生が協力しながら育て、学校に宇宙朝顔の花をたくさん
咲かせる。

学校・地域環境保全コース

小豆島町立星城小学校

環境委員会

　星城小学校全校生１３１名によるグループです。その中で中心になって活動するのは環境委員会に
所属する４、５、６年生８名です。児童は活発で植物が大好きです。力を合わせて、水やりや草抜きを
行い、学校に宇宙アサガオの花をたくさん咲かせたいと考えています。

　宇宙を旅行したアサガオを育てて、花をたくさん咲かせよう。

環境委員会の児童が中心となり、水や肥料をあげて育てまし

た。ツルがネットに巻き付きながら,屋上に向かって少しずつ伸
びていく様子には「どこまで伸びていくかな。」と成長を楽しむ声

が上がりました。また、宇宙アサガオの花が開き始めると、「さい

てくれてうれしいな。」と喜ぶ姿が見られました。

５０粒いただいた種子をポットに１粒ずつ植えて、３７粒が発芽し

ました。プランターへの植え替えは１年生と６年生が協力して行い

ました。屋上からネットを下ろして、環境委員会が中心に水やりな

どの世話をしました。

６年生が種取りをしました。アサガオ

のツルが校舎の２階近くまで伸びてい

たため、６年生の中で１番高い身長で

も届かない種子もありました。全部で、

１５０７粒の種子を収穫できて、満足し

た様子でした。


